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厚肉角形 鋼管部材を用 い た ノ ン ダイ ア フ ラム形式の 柱梁接合部の 力学性能に 関する寞験研究
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ノ ン ダ イ ア フ ラ ム 　 柱 梁 仕 口 部 引 張 試 験 　 厚 肉 角 形 鋼 管 部 材

1．は じめ に

　角形 鋼管柱 を用 い た ノ ン ダイ ア フ ラ ム 形 式 の 柱梁接合部

で は、柱管壁 の 面外 曲げ抵抗 に よ っ て応力 を伝達す る。面

外 曲 げ耐力 の 評価 に は 、降伏線理 論 に よ る評価方法が 提案

され て お り 1）、面 外 曲げ剛 性 の 評 価 に は 、面 外 曲 げ に

基 づ く局 部 回 転変 形 を 回 転 バ ネ モ デ ル と考 慮す る 評 価

方法 が 提案 され て い る
］）。評価方 法 の 概 要 を図 1 に 示

す 。ノ ン ダ イ ア フ ラ ム 形 式 で は 、管 壁 の 面 外 曲 げ 変 形

が 大 き く、接合部 の 剛 性 を確 保 す る こ と が 難 しい 。そ

こ で 、図 2 に 示 す 厚 肉 の 角形 鋼 管 部 材 （以 下 コ ア ） を

用 い て 、管 壁 の 面 外 曲 げ 剛 性 の 大 き な ノ ン ダ イ ア フ ラ

ム 形式 の 柱 梁接合 工 法 に つ い て 検討 を行 っ た 。本 工 法

で 対 象 と す る 柱 梁 接 合 部 は 、図 3 に 示 す コ ア 管 壁 に H

形 鋼梁 を接合 し、 コ ア 小 口 面 に 角 形 鋼管柱 を 接合す る

も の で あ る。本 報 で は 、管壁 面 外 曲げ変 形 の 力学挙動
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と終局状態 を 確 認 し、評 価式 と の 対 応 を 確 認 す る 目的

で 、梁 フ ラ ン ジ と コ ア 接合部 周 辺 を想 定 した 仕 口 部 引

張試験 を 行 っ た。本 報 そ の 1 で は ，仕 口 部引張試 験 の

概 要 に つ い て 記 す 。

2 ．試 験 概要

2．1　 試 験 体 形 状

　試験体諸元 を ft　1 に 示 す。試験体 は、コ ア と梁 フ ラ ン ジ

接 合部 周 辺 を想 定 す る もの で あ り、梁 フ ラ ン ジ を コ ア に 完

全溶 込 み溶接 して 製作 す る。コ ア の 形 状 は、ロ ー30  X300

× 29．0で あ る。角部 内側 は R を 持ち 、角部外側 は 直角 で あ

る。梁 フ ラ ン ジ の 板 厚 は 32mm と し、管 壁 を十 分に 面 外 曲

げ変形 させ る た め に
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図 2 厚 肉角形 鋼管部材　 図 3 対 象 と す る柱 梁 接 合部

TP300S − 4．5

　 　 図 4　 試 験 体 名 の 説 明
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用 い て い る。試 験 体 名 の 説 明 を 図 4 に 示 し、試 験 体 詳

細 を 図 5 と図 6 に 示 す 。以 下 に 試 験体 の 解説 を 示 す 。

基本部　基本部 は、コ ア の 長 さ方 向の 中心 に 梁 フ ラ ン ジ を

取 り付 け た 試 験体 で あ る。S タ イ プ は、梁 フ ラ ン ジ と コ ア

　 　 TPd

） 柱 頭傾斜梁

試 験 体詳 細 （対象部位〉

　 　 　 　 　 　 一 偏心

の 中 心 軸 を 合 わ せ た 試 験体 で あ り、梁 フ ラ ン ジ 幅 を

150mm 、225mm 、300mm と し て い る。　 E タ イ プ は 、梁 フ ラ

ン ジ と コ ア の 外面 を合わ せ た 偏 心 梁試 験体 で あ り、梁 フ ラ

ン ジ 幅 を 150mm と して い る。
一般 部 　

一般 部 は 、柱 梁接 合 部を 対象 と し て お り、梁 フ ラ

ン ジ片側 の コ ア 余 長 を 25mm と し角形鋼管柱を完全溶込 み

溶 接 した 試 験体 で あ る。M タ イ ブ は、梁 フ ラ ン ジ と コ ア の

軸 を 合 わ せ た 試 験 体 で あ り、梁 フ ラン ジ 幅を 150mm 、
225mm 、300mm と し て い る．　 ME タイ プ は、梁 フ ラ ン ジ

と コ ア の 外 面 を 合 わ せ た 偏 心 梁試 験体 で あ り、梁 フ ラ

ン ジ幅 を 150mm 、225mm と して い る。
柱頭部　柱 頭部 は、梁 フ ラ ン ジ片側の コ ア 余長 を 25mm と

し、12mm 厚 の プ レ ートを 全 周 隅 肉 溶 接 して 補強 し た 試験

体で あ る cTP300s

−45 は 梁 フ ラ ン ジ に 4．5寸 勾 配 の 傾 斜 を

付 けた 試 験体で あ る。TPC3   OS −45 は、　 TP300S −4．5 の 柱

頭 部 を梁 フ ラ ン ジ 傾 斜に 合わ せ て 斜 め切断を した試験体 で

あ る。ま た斜 め 切断 し た 小 口 面 には 12mm メートル 厚 の プ

レ ートを全 周 隅 肉溶 接補強 し て い る。梁 フ ラ ン ジ幅 は 3体

全 て 150mm と し て い る 。

　試 験体 各部 に 用 い た鋼材の 機械的性質 を表 2 に 示 す。
2、2　試験方法

　試験 は 、上 下 の 梁 フ ラ ン ジを 単調 引 張 載 荷 す る もの

で あ る．試 験 で は、コ ア と梁 フ ラ ン ジ の 相 対 変位 を 測

定 し て い る。コ ア 側 面 中 心 軸 を変位測 定 の 基 点 と し て

お り、h 下 の 梁 フ ラ ン ジ 両面 を 4 点測定 し、4 点 の 平

均値 を 面 外 曲げ変位 と す る 。 図 7 に 加 力概要 と変位測

定概要 を 示 し、図 8 に 試験体設置状況 を 示 す c

3．まとめ

　そ の 1で は，引張試験概要 につ い て記 した 。 そ の 2で は、
試 験 結果 に基 づ い た 考 察 を行 う。
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図 7　加 力 概 要 ・変 位測定概 要

図 8　試験 体設 置 写真
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